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であることが分かつた(表1) 。 また，地域のエネルギー消費構造は薪炭合せて，全体 114 世帯，エネル
ギー消費量 5，240 [GJ/y] の約 24[九]を占め，低炭素型である。
また，高齢化社会の安全性向上などから家庭の暖房用
表 1 生出地区の家庭用ならびに





千円/年 [唱] 家庭用 自家用車 合計
全国 2, 922 100 12 , 8 9, 0 21.8 
岩手県 2, 346 約80 ー 10, 2 
陸前高田市 1. 718 約59
生出地区 一 一 14 , 8 13.6 28.4 
注 1 金園 趨手県 1: . .手録包00・) 事府軍"..度岩手県織民経3・"'.のa裏
.前高岡市" 岩手鰻 ( 2006 ) 専属産"写鹿溢手県.民健B時計 " 別府民所得よ り
注2 官自周の金園 r: . Jl II省舗 (2008 ) 珊a ・a・塑役会 a ・平戚20毎度飯
することが地域の課題をエネルギーの面から解決する ;::思:;ょ;ニ;f::ょZ22221ぷ::






毎年 3， 100 [m3 ] ，スギ人工林の間伐で，同じく今後 10 年間，毎年 6， 800 [m3 ] を理論上採取できることが
分かつた。 次に，この木質バイオマスエネルギーのエネルギー密度を高めるために製炭実験を行った。
その結果，製炭収率はコナラ材 2 1[免] ，スギ間伐材 15[九]で、あった。 すなわち，コナラ材容積重 0.71 [t / m3] , 
3, 100 [m3 ] から約 460[t/y] の木炭，同じくスギ間伐材 O. 78 [t / m3] , 6, 800 [m3 ] から約 800 [t] の木炭を
理論上作れることが分かつた。 この木炭を電気エネルギー
に変換するために，木炭水性ガス発電車を開発した。 その




性ガス発生装置に投入し，木炭と水から co と H2 主体の木炭
水性ガスを作る。 それをエンジンに送りエンジン発電を行う 図 1 木炭水性ガス発電車外観




と，約 200[tJ の木炭を得られる。 これを使い木炭水性ガス発電を行うと， 1 ， 680[GJJ の電力量を理論的








の関係を模擬したものを図 2 に示す。 森林の水収支に関して，図 2 中の林内降水量ん蒸発散量 Lo ， 河
川流出量 Q。の関係、は ， {}o =Po-L 。で、表される 。 ここで，林床の荒廃により表面流出分R。が増大すると
その分林内降水の林内浸透分が減少し，地下水成分 D。の減少につながり，最終的に河川流出量減少の原
因となる。 約 50 年前と現在を比較した場合，林内降水量 P。が約 5[削減少し，蒸発散量 L。が約 16[九]増
大し，林床の荒廃により表面流出分R。 が約 14 [九]増大したと考えられることが分かつた。 これらから，
河川流出量 Q。が理論的に合計約 35 [削減少したことになる。
すなわち，森林が手入れさていないことが問題である。
これらに関して，比較的強い一降水後の流出状況の例を図 3








稼動していた，合計 14 基中 13 基を復活し現在の生出川流出量
測定データ中の渇水期の水量を適用し，水車発電を行った場合，
設備容量合計，約 17 . 44 [kWJ になり，これを，年間の維持管理日
を除いた， 330 日間運転すると年間総発電電力量，約 497[GJJ 
図 2 森林の水収支図
図 3 ー降水後の流出状況
(2010 年 4 月 29 日 AM9 時ごろ)


































の豊かさの創出J (新妻， 2003) を実現するエネルギー自給システムの事例の一つを提示できたと言える。
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論文審査結果の要旨
増減のエネルギー・資源を最大限利活用する循環型蝉或社会システムの追求は これからの持続可能な文明
社会の構築のために不可欠である。本論文は，我が国の典型句な中山間地である陸前高田市生出地区において，
そこに賦存する木質ノくイオマスエネルギーならびに水力エネルギーに着目し，それらを持細切こ利活用する地
樹士会について総針句に検討を行ったもので，全6章からなる。
第 1 章は緒論である。第2章では持続可能な地均貯土会を考えるうえで最も重要な，生出地区の地域性につ
いて論じている。そこでは，当地区に関する歴史資料，文献，各種統計資料・データ等を詳細に調査分析する
とともに，地域住民に対して聞き取り調査を行った結果を示し，当地区の地勢，風土，文化，社会構造ならび
に生活習慣について論じ，それらの特徴と問題長を明らかにしている。さらに，当地区における現在のエネル
ギー消費構自こっし、て，統計資料ならびにアンケート結果により明らカヰこしている。
第3章では，当地区に豊富に賦存する木質ノミイオマスエネルギーと，その利活用のための木炭水性ガス発
電車について述べている。そこではまず，当地区の森林の現状，材積量，成長量等を調査した結果を示し，持
細切こ利用可能な木質ノミイオマスエネルギー量を推定するとともに，当地区の森林・林業の抱える問題点を明
らかにしている。次に，これらの問題点を踏まえ著者が開発した木炭水性ガス発電車について，その構成，性
能，物質・エネルギー収支を示し，さらに，木炭発電に適した木炭の品質について製炭試験結果に基づき論じ
ている。これらは有用な成果である。
第4章では，当地区で利用されていた水力エネルギーについて論じている。そこではまず，当地区を流れ
る生出J 11の流量が 40'"'-'50年前に比べて半減しているとの住民の証言に着目し，過去の気象データの解析な
らびに降水と流量の関係を実測により確かめている。さらに，流量の減少と森林の荒廃との関係を，榊世の履
歴，林床の状況，気温と蒸発散量，表面流出量，林内浸透量を詳細に解析し，流量の減少が，降水量の減少の
ほか，林床の荒廃による表面流出量の増加ならびに気温の上昇と針葉樹の植林による蒸発散量の増加が関係
していることを示している。これは重要な知見である。さらに，当地区における過去の水車の稼働状況と現在
の生出川の水力包蔵量から，持続可能な水力エネルギーの利用方法を提案している。
第5章では，前章までに論じた木質バイオマスエネルギーならひーに水力エネルギーを利用した，循環型地
樹士会のためのエネルギー自給システムについて論じてしも。そこでは生出地区の蝉疫性に根ざした循環型地
樹士会システムの要素として木質ならびに水力エネルギーによる自給電力網を提案するとともに，その運用主
体，運用方法，導入のための促進要因と阻害要因，地樹蚤済効果，環境効果について論じている。
以上要するに，本論文は我が国の典型的な中山間地における地域エネルギ一利用に関して総針切こ検討す
るとともにエネルギー自給システムを具体的に提示したもので，我が国の持続可能な循環型地耕士会構築と
環境科学の発展に寄与するところが少なくなしもよって，本論文同専士(勃|司の学位論文として合格と認める。
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